
道路クリーン作戦に多くの町民が参加　580oのごみを回収

まちの話題

今月の表紙　 防火パレード　～みんなで火災予防を呼びかけました～

温故知新

琴とオルガンに親しむ

共和　芦名 治子 さん

特集 五感の森へ　今年も森林セラピー本格的にはじまる

2013 くりん草フェスティバル



森
林
セ
ラ
ピ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
の
多
い
毎

日
の
生
活
か
ら
少
し
だ
け
離
れ
て
、

森
の
中
を
散
策
し
、
す
が
す
が
し
い

気
持
ち
に
な
り
た
い
と
思
う
人
が
増

え
て
い
る
か
ら
で
す
。

阿
寒
国
立
公
園
に
隣
接
す
る
原
始

林
、
ノ
ン
ノ
の
森
は
、
親
木
の
上
に

幼
木
が
育
つ
倒
木
更
新
が
い
た
る
と

こ
ろ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
さ
に

森
の
生
命
力
に
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き

る
場
所
で
す
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
通
じ
て
こ
の
森

の
癒
し
に
魅
了
さ
れ
、
何
度
も
お
越

し
い
た
だ
い
て
る
方
も
い
ま
す
。

森
を
歩
い
た
と
き
に
感
じ
る
、
や

す
ら
ぎ
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持

ち
。
こ
れ
ま
で
も
森
林
浴
が
健
康
の

増
進
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ
な
が
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
は
、
ガ
イ
ド
と
一

緒
に
森
の
な
か
を
歩
き
な
が
ら
、
森

が
持
つ
力
を
身
体
の
五
感
（
見
る
・

聴
く
・
ふ
れ
る
・
匂
う
・
味
わ
う
）

で
実
感
し
、
心
身
を
最
良
の
状
態
へ

近
づ
け
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で

す
。Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
こ
だ
ま
が
取
り

組
む
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
「
90
分
コ
ー
ス
〜
入
門
編
」
を
ご

上
里
の
ノ
ン
ノ
の
森
（
町
民
の
森
自
然
公
園
の
愛
称
）
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」。
こ
の
１
年
、
季
節
を
問
わ
ず
多

く
の
方
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
今
年
も
新

緑
の
爽
や
か
な
森
で
感
動
体
験
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

紹
介
し
ま
す
。

q
受
付
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
ガ
イ
　
　

ド
の
紹
介
、ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
）

w
コ
ー
ス
の
説
明
と
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
体
操

e
コ
ー
ス
の
散
策
（
森
の
ガ
イ
ド
、

五
感
＝
視
・
聴
・
嗅
・
触
・
味
を

使
っ
た
体
験
、
森
林
安
息
）

r
散
策
後
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

【
料
金
】
１
人
２
千
円
（
入
浴
付
）

【
対
象
】
中
学
生
以
上

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
体
験
さ
れ
た
後

は
、
ラ
ン
プ
の
宿
森
つ
べ
つ
の
温
泉

に
ゆ
っ
く
り
と
浸
か
り
、
木
々
に
囲

ま
れ
た
露
天
風
呂
で
も
森
林
浴
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ラ
ン
プ
の
宿
・
森
つ
べ
つ

†
76-

３
３
３
３

国
内
屈
指
の
ク
リ
ン
ソ
ウ

の
大
群
生
地
、
上
里
「
ノ
ン

ノ
の
森
」
を
舞
台
に
、
３
週

に
わ
た
っ
て
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
か
れ
ま
す
。

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
に

認
定
さ
れ
た
、
美
し
い
森
と

可
憐
な
花
が
心
を
癒
し
て
く

れ
ま
す
。

※
観
光
協
会
で
は
、
こ
の
森
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
愛
称
を

「
ノ
ン
ノ
の
森
」
と
し
て
い
ま
す
。

◎森の音楽会
・谷藤万喜子と本田優一郎
のユニット「ホラネロ」

第８回つべつクリンソウまつり

◎森の音楽会

アンデス音楽を演奏

するゆかいな仲間たち

「オコンコロ」

◎森林ヨガ体験

（Lotus 三浦裕利子指導）

【６月16日（日）】

◎森の音楽会

谷藤万喜子と本田優一郎のユニット「ホラネロ」

◎森林ヨガ体験（Lotus 三浦裕利子指導）

◎ツリーイング体験会（NPO法人森のこだま指導）

【６月23日（日）】

【６月30日（日）】

◎森の音楽会

・谷藤万喜子と本田優一郎のユニット「ホラネロ」

・アンデス音楽を演奏するゆかいな仲間たち

「オコンコロ」

◎森林ヨガ体験（Lotus 三浦裕利子指導）

【６月15日（土）】

共催　津別観光協会・ノンノの森ネイチャーセンター・

ランプの宿　森つべつ

後援　津別町

協賛　オホーツク観光連盟・北網地域活性化協議会

問い合わせ先 津別観光協会　†0152-76-2151

６月15日（土）～６月30日（日）／毎週土・日曜日　午前10時～午後３時

会場　ノンノの森（上里町民の森自然公園）・ランプの宿　森つべつ

谷
藤
万
喜
子

オコンコロ

◎森の音楽会　山鳴太鼓保存会

【６月22日（土）】

◎森の音楽会

RECつべつ、こてき隊共演

【６月29日（土）】

ランプの宿・森つべつ

くりん草ランチバイキング
フェスティバル期間中毎週土・日曜日実施

大人1,500円／小人800円

ご入浴
サービス

ノンノの森へ行こう

森林セラピー体験90分コース～入門編～
フェスティバル期間中毎週土・日曜日実施

要予約：ランプの宿・森つべつ　†76－3333

関
心
高
ま
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー

ま
ず
は
90
分
コ
ー
ス

〜
入
門
編
〜
の
体
験
を

私
た
ち
が
森
を
案
内
す
る
の

は
、
そ
の
人
に
合
っ
た
癒
し
の

お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
。
森
の

中
を
歩
き
な
が
ら
、
少
し
目
を

向
け
、
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
る

と
様
々
な
も
の
が
見
え
て
き
ま

す
。
森
は
色
々
な
こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
翻
訳

し
気
づ
い
て
い
た
だ
く
お
手
伝

い
を
す
る
の
が
私
た
ち
の
役
割

で
す
。「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
こ
だ

ま
」
に
は
、
自
然
と
人
間
が
一
体

と
な
り
「
こ
だ
ま
す
る
」
社
会
の

実
現
を
め
ざ
す
と
い
う
思
い
を
込

め
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
こ
だ
ま
代
表
　
　
　
上
野
真
司
さ
ん

森
が
持
つ
力
、

五
感
で
感
じ
て

・日本を代表するアンデス
音楽の演奏者二人の共演
「岡田浩安＆笹久保伸」

笹
久
保
伸

岡
田
浩
安

※毎回先着100名様に
記念品プレゼント



24,200円

→24,700円

※保険料のお支払いが困難な場合は、役場保健福祉課後期高齢者医療担当へご相談ください。

災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、保険　

料のお支払いが困難な方については、保険料の減免を受けられる場合があります。

+

○年間の保険料限度額は55万円が上限です。

○所得の少ない人は、世帯主や被保険者の所得に応じて保険料が軽減

されます。

○年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

=

≪保険料の計算方法≫

均　等　割
【１人当たりの額】

１年間の保険料

(100円未満切り捨て）

所得割【本人の所得に応じた額】

平成25年度の保険料につきましては、６月に個別にお知らせします。

47,709円
（平成24年中の所得－33万円）

×10.61％

保険料のお支払いは、「年金からのお支払い」と「口座振替」

を選ぶことができます。口座振替を希望される方は、役場後

期高齢者医療担当にお問い合わせください。

●医療機関で処方される薬には、新薬(先発医薬品)とジェネリック医薬品(後発医薬品)があります。

●ジェネリック医薬品の処方をご希望される方は、医師や薬剤師にその旨を伝えるか、医療機関や

薬局の受付窓口に「希望カード」を提示することによりお願いすることができます。

「希望カード」が必要な方は、役場保健福祉課後期高齢者医療担当までお問い合わせください。

問 い　 合 わ　 せ　 先

北海道後期高齢者医療広域連合
†011－290－5601

保健福祉課　健康医療グループ
後期高齢者医療担当
†76－2151(内線229)

■６月に保険料額をお知らせします

◆効き目・安全性について

ジェネリック医薬品は、新薬と同等の効果・効能を持ち、厚生労働省の基準を満たして　

いる安全なお薬です。ご希望される場合は、必ず主治医や薬剤師によく相談しましょう。

ジェネリック医薬品の利用について

後期高齢者医療制度のお知らせ
～平成25年度の保険料等について～

平成25年度国民健康保険税の税率改定一覧表

平
成
25
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
者
（
被

保
険
者
）
の
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を

し
た
時
の
医
療
費
な
ど
に
使
わ
れ
る
大

切
な
財
源
で
す
。

津
別
町
の
平
成
24
年
度
１
人
当
た
り

医
療
給
付
費
は
約
29
万
７
千
円
で
、
平

成
23
年
度
と
比
較
す
る
と
４
・
６
％
増

加
し
ま
し
た
。

原
因
は
、
高
額
な
医
療
が
必
要
な
方

が
前
年
よ
り
増
加
し
た
こ
と
で
、
主
な

病
名
と
し
て
は
ガ
ン
、
脳
疾
患
、
虚
血

性
心
疾
患
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
近
年
の
医
療
費
の
増
加
に

伴
う
町
の
国
保
基
金
減
少
な
ど
に
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
が
厳

し
く
な
り
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等

を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た

め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
平
成
25
年
度
の
保
険
税
の
納

付
書
に
つ
き
ま
し
て
は
６
月
中
旬
に
発

送
予
定
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 今

年
の
国
民
健
康
保
険
税
率
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

国民健康保険税
【医療保険分】

後期高齢者支援分

介護保険分

賦課限度額

510,000円

(変更なし)

140,000円

(変更なし)

120,000円

(変更なし)

所得割額 均等割額 平等割額資産割率

１世帯当たり
の年間最高
納付額

加入者の当年
度固定資産税
【土地:建物】

加入者１人に
つき

加入者の前年所

得から計算した

課税総所得金額

加入世帯
１世帯
につき

30.0％

(変更なし)
5.3％→6.8％

0.77％

(変更なし)

7.0％

(変更なし)
8,400円

(変更なし)

5,600円

(変更なし)

21,700円

→24,700円

8.2％

(変更なし)

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
世
帯

は
、
均
等
割
額
と
平
等
割
額
が
所
得

に
応
じ
て
７
割
・
５
割
・
２
割
に
軽

減
さ
れ
ま
す
。

加
入
者
が
未
申
告
の
場
合
は
、
軽

減
の
適
用
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

所
得
が
な
い
方
や
扶
養
さ
れ
て
い

る
方
も
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

天
災
や
失
業
等
特
別
な
事
情
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
国
保
税
の
納
付

が
著
し
く
困
難
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
減
免
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

国民健康保険税は、「医療分」と後期高齢者医療を支える「支援分」と介護保険を支える
「介護分」の３つで構成されています。

２人家族（70代）
所得額　 330,000円
固定資産 16,500円

旧税率
年税額

世帯構成 新税率
年税額

32,300円

245,700円

458,200円

34,400円
(2,100円
増額します)

国民健康保険税増減比較表

４人家族（50代）
所得額　 400万円
固定資産 60,900円

２人家族（30代）
所得額　 250万円
固定資産 54,800円

541,600円
( 83,400円
増額します)

296,200円
(50,500円
増額します)

問い合わせ先　保健福祉課 健康医療グループ 国保担当　†76-2151（内線228）

＜国民健康保険税の構成＞

国民健康

保 険 税

医療分

全員が対象

支援分

全員が対象

介護分

40歳～64歳
が対象

＝ ＋ ＋

1.05％
→1.55％

5,800円

→6,800円

5,400円

→6,400円



５
月
19
日
、
21
世
紀
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
で

ツ
リ
ー
イ
ン
グ
体
験
会
（
主
催
・
津
別
「
げ

ん
き
の
森
」
活
用
推
進
実
行
委
員
会
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ロ
ー
プ
を
使
っ
て
安
全
に
木
登
り
を
す
る

ツ
リ
ー
イ
ン
グ
は
、
木
と
直
接
触
れ
あ
う
こ

と
で
自
然
の
魅
力
や
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
自
然
体
験
活
動
で
す
。

体
験
会
は
午
前
と
午
後
に
行
わ
れ
、
子
ど

も
20
人
、
大
人
３
人
が
道
東
ツ
リ
ー
イ
ン
グ

ク
ラ
ブ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
指
導
を

受
け
、
10
ｍ
ほ
ど
の
木
に
挑
戦
。

初
め
は
ロ
ー
プ
の
扱
い
に
苦
戦
し
て
い
ま

し
た
が
、
す
ぐ
に
慣
れ
て
上
手
に
登
っ
て
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
自
然
と
一
体
に
な
る
木

登
り
の
楽
し
さ
を
体
感
す
る
と
と
も
に
、
高

い
と
こ
ろ
か
ら
の
眺
め
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

４
月
18
日
、
建
設
産
業
交
通
安
全
推
進
網
走
地

方
本
部
美
幌
支
部
（
野
口
謙
一
支
部
長
代
理
）
か

ら
教
育
委
員
会
に
、
交
通
安
全
旗
80
枚
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

黄
色
地
に
真
っ
赤
な
文
字
で
「
交
通
安
全
」
と

染
め
抜
き
、
エ
ゾ
鹿
の
イ
ラ
ス
ト
を
あ
し
ら
っ
た

遠
く
か
ら
で
も
よ
く
目
立
つ
こ
の
旗
は
、
町
内
小

学
校
、
中
学
校
の
周
辺
道
路
沿
い
を
中
心
に
掲
げ

ら
れ
、
交
通
事
故
防
止
の
注
意
喚
起
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ

ー
の
方
は
も

ち
ろ
ん
、
歩

行
者
の
皆
さ

ん
も
交
通
ル

ー
ル
を
し
っ

か

り

守

っ

て
、
事
故
防

止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

『
春
の
行
楽
期
の
交
通
安
全
運
動
』
初
日
に
あ
た
る

５
月
15
日
、
津
別
駐
在
所
前
の
国
道
２
４
０
号
で
交

通
安
全
啓
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
き
お
り
小
雨
が
降
る
中
、
津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
役
場
グ
リ
ー
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
、
津

別
町
交
通
安
全
協
会
の
共
催
３
団
体
の
メ
ン
バ
ー
ら

が
、
通
り
か
か
っ
た
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り

に
ド
リ
ン
ク
や
チ
ラ
シ
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
を
手
渡

し
、
安
全
運

転
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

車
で
行
楽

地
へ
出
か
け

る
機
会
が
増

え
る
季
節
で

す
が
、
皆
さ

ん
も
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
す

ぎ
な
い
な

ど
、
安
全
運

転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

自然の魅力と大切さを学ぶ

ツリーイング体験会実施

子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
を
願
い

建
設
産
業
団
体
が
交
通
安
全
旗
を
寄
贈

自
分
の
記
録
に
挑
戦

少
年
少
女
体
力
測
定
会
を
実
施

４
月
20
日
、
津
別
消
防
署
及
び
消

防
団
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

女
性
消
防
団
員
が
掲
げ
る
プ
ラ
カ

ー
ド
を
先
頭
に
、
自
治
会
連
合
会
や

津
別
消
防
後
援
会
、
津
別
町
防
火
管

理
者
連
絡
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

ハ
ッ
ピ
姿
の
青
葉
幼
稚
園
児
と
父
母

な
ど
１
１
０
名
の
徒
歩
隊
と
７
台
の

車
両
隊
が
消
防
署
前
を
出
発
し
、
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
は
火
災

出
動
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

５
月
11
日
、
津
別
町
及
び
津
別
町
環
境
衛

生
推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る
「
道
路
ク
リ
ー

ン
作
戦
」
が
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動
の
日
（
５
月

30
日
）
に
先
駆
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
町
民
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ご
み

回
収
作
業
は
、
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
か
ら
美
幌
町
と
の
境
界
ま
で
の
町
道
３

号
線
沿
い
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
数
人
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
沿
道
に
捨
て
ら
れ
た
ご

み
を
拾
い
ま
し
た
。

例
年
通
り
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

タ
バ
コ
の
吸
殻
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

中
に
は
大
型
ご
み
を
捨
て
る
悪
質
な
不
法
投

棄
も
あ
り
、
回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
量
は
５
８

０
ｋ
ｇ
に
も
及
び
ま
し
た
。

今
後
も
ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
20
日
、
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
、
（株）
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
北
網
統
括
事
業
所

（
松
浦
富
義
所
長
）
が
、
本
岐
小
学
校

と
活
汲
小
中
学
校
で
グ
ラ
ン
ド
整
備
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

同
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
一
環

と
し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
町
内
の
小

中
学
校
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で

４
回
目
に
な
り
ま
す
。

ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
整
地
や
、
ロ

ー
ラ
ー
に
よ
る
踏
み
固
め
作
業
で
グ
ラ

ン
ド
は
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
、
子

ど
も
た
ち
は
良
好
な
環
境
で
競
技
を
す

る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す

走
り
や
す
い
グ
ラ
ン
ド
で
運
動
会
を

舗
装
会
社
が
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

道路クリーン作戦に多くの町民が参加

580Oのごみを回収

小
学
校
全
学
年
を
対
象
に
し
た
少

年
少
女
体
力
測
定
会
が
、
５
月
18
日

に
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
の
共
催
に
よ
る
も
の
で
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
や
運
動
能
力
の
向
上

を
継
続
的
に
見
守
る
た
め
に
、
春
と

秋
の
年
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
57
人
の
児
童
が
参
加
し
、

握
力
測
定
や
反
復
横
跳
び
な
ど
６
種

目
で
自
身
の
運
動
能
力
を
確
認
し
ま

し
た
。

春
の
火
災
予
防
運
動

防
火
パ
レ
ー
ド
実
施

ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け

津
別
駐
在
所
前
で
交
通
安
全
啓
発
実
施

津
別
町
多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー

（
さ
ん
さ
ん
館
）
で
、
今
年
も
ラ
ジ

オ
体
操
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
１
か
月
毎
の
ス
タ
ン

プ
用
紙
を
渡
し
て
お
り
、
休
ま
ず
来

ら
れ
た
方
に
は
、
津
別
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
か
ら
月
間
皆

勤
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
す
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

時
　
間
　
毎
朝
６
時
30
分
〜

場
　
所

さ
ん
さ
ん
館
ウ
ッ
ド
デ
ッ
　

キ
及
び
駐
車
場

※
雨
天
の
場
合
は
軒
下
利
用

『
ラ
ジ
オ
体
操
in
さ
ん
さ
ん
館
』
が
今
年
も
始
ま
り
ま
し
た



皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
。

４
月
１
日
よ
り
津
別
町
の
保
健
師

と
し
て
働
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
、

山
本
幸
恵
（
や
ま
も
と
ゆ
き
え
）
と

渡
辺
可
愛
（
わ
た
な
べ
か
わ
い
）
で

す
。
山
本
の
出
身
は
阿
寒
町
で
、
今

年
の
３
月
に
旭
川
医
科
大
学
を
卒
業

し
ま
し
た
。
渡
辺
の
出
身
は
訓
子
府

町
で
、
同
じ
く
今
年
の
３
月
に
日
本

赤
十
字
北
海
道
看
護
大
学
を
卒
業
し

ま
し
た
。
共
に
年
齢
は
22
歳
に
な
り

ま
す
。

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
で
、
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。今

年
度
よ
り
担
当
地
区
が
変
わ
り

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下
の
表
に
書
い
て
あ
る
地
区
を
、
４

人
の
保
健
師
で
担
当
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
、
体
や

心
に
関
す
る
相
談
と
い
っ
た
健
康
相

談
を
は
じ
め
、
訪
問
や
健
康
教
育
を

行
う
際
は
、
主
に
各
地
区
の
担
当
の

保
健
師
が
担
当
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
、
ま
た
ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
な
ど
の
高
齢
者
の
方

の
相
談
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
い
る
２
名
の
保
健
師
、
丸
尾
と

向
平
が
担
当
に
な
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

来
年
卒
寿
を
迎
え
る
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
矍
鑠
（
か
く
し
ゃ
く
）
と
し
、

柔
和
な
表
情
が
印
象
的
な
芦
名
治
子

さ
ん
。
食
事
の
支
度
や
洗
濯
、
入
浴

な
ど
、
自
分
の
身
の
ま
わ
り
の
こ
と

は
自
ら
進
ん
で
す
る
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
お
元
気
な
様
子
で
す
。

北
見
市
東
相
内
町
の
農
家
に
生
ま

れ
た
芦
名
さ
ん
は
、
東
相
内
高
等
小

学
校
を
一
期
生
と
し
て
卒
業
し
、
そ

の
後
は
家
業
を
手
伝
い
ま
す
。「
戦
争

中
は
兄
が
３
年
ほ
ど
出
征
し
て
い
た

た
め
、
父
と
二
人
だ
け
で
農
作
業
を

し
て
い
ま
し
た
」
と
、
男
手
が
不
足

し
て
い
た
時
代
を
振
り
返
り
ま
す
。

芦
名
さ
ん
が
津
別
に
来
た
の
は
、

母
方
の
祖
父
母
が
住
ん
で
い
た
縁
か

ら
。
農
閑
期
に
は
、
当
時
岩
富
に
あ

っ
た
で
ん
ぷ
ん
工
場
で
働
き
、
そ
こ

で
後
に
ご
主
人
と
な
る
幸
二
郎
さ
ん

と
知
り
合
っ
た
そ
う
で
す
。

昭
和
22
年
に
結
婚
し
た
お
二
人
は
、

東
岡
で
乳
牛
を
飼
い
始
め
ま
す
。
以

来
、
夫
婦
で
力
を
合
わ
せ
、
50
年
あ

ま
り
に
わ
た
っ
て
酪
農
業
を
営
み
、

一
男
二
女
の
お
子
さ
ん
た
ち
を
育
て

上
げ
ま
し
た
。

そ
ん
な
ご
家
族
を
不
幸
が
襲
っ
た

の
は
芦
名
さ
ん
が
75
歳
の
こ
ろ
。
幸

二
郎
さ
ん
が
交
通
事
故
に
遭
い
、
寝

た
き
り
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
芦
名
さ
ん
は
息
子
さ
ん
夫

婦
な
ど
の
力
添
え
を
得
な
が
ら
、
８

年
間
に
わ
た
っ
て
献
身
的
に
ご
主
人

の
世
話
を
し
ま
し
た
。
幸
二
郎
さ
ん

は
５
年
前
に
他
界
さ
れ
ま
し
た
が
、

芦
名
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ

て
、「
い
ま
ま
で
生
き
て
、
自
分
が
苦

労
を
し
た
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
、
き
っ
ぱ
り
。
夫
婦
愛
の

深
さ
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

趣
味
は
琴
と
オ
ル
ガ
ン
演
奏
。
琴

は
、
10
代
の
こ
ろ
に
、
目
が
不
自
由

な
お
姉
さ
ん
が
開
い
て
い
た
教
室
を

手
伝
っ
て
い
る
中
で
、
自
然
と
覚
え

た
そ
う
で
、
今
も
正
月
な
ど
に
披
露

し
て
い
る
と
か
。

今
は
孫
８
人
、
ひ
孫
10
人
に
恵
ま

れ
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
芦
名
さ
ん

で
す
。

あしな　はるこさん／大正13年３月、北見市生まれ／89歳／
共和在住

さ
ん

琴
と
オ
ル
ガ
ン
に
親
し
む

芦
名
　
治
子

【422】

問い合わせ先 †76－2151税務担当（内線 220・221）
収納担当（内線 218）

こ
の
４
月
に
新
規
就
農
し
、
畜
産
と

畑
作
を
営
む
実
家
で
働
い
て
い
る
迫
田

敦
志
さ
ん
。
ご
両
親
や
２
歳
上
の
お
兄

さ
ん
と
と
も
に
、
肉
牛
の
世
話
や
畑
仕

事
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
農
業
に
興
味
が
あ

っ
た
と
い
う
迫
田
さ
ん
は
、
津
別
高
校

を
卒
業
後
、
本
別
町
に
あ
る
道
立
農
業

大
学
校
に
進
学
。
同
じ
よ
う
に
農
業
後

継
者
を
目
指
す
仲
間
た
ち
と
と
も
に
、

畜
産
の
専
門
知
識
と
技
術
を
２
年
間
勉

強
し
ま
し
た
。「
実
習
が
多
く
て
大
変

な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ろ
ん
な
所

か
ら
来
た
同
級
生
と
知
り
合
う
こ
と
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」。

現
在
、
実
家
で
は
肉
牛
１
２
０
頭
あ

ま
り
を
育
て
な
が
ら
、
ビ
ー
ト
や
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
小
豆
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま

す
が
、
畜
産
で
も
畑
作
で
も
、
自
分
た

ち
が
手
を
か
け
た
分
だ
け
品
質
や
収
穫

量
に
反
映
し
、
評
価
さ
れ
る
の
が
農
業

の
魅
力
と
い
う
迫
田
さ
ん
。

「
こ
れ
か
ら
は
兄
弟
で
力
を
合
わ
せ

て
、
肉
牛
の
繁
殖
か
ら
出
荷
ま
で
の
一

貫
経
営
を
目
指
し
た
い
。
将
来
的
に
は

そ
れ
を
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て
出
荷
す
る

こ
と
が
夢
で
す
」
と
力
強
く
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

肉
牛
の
繁
殖
か
ら
出
荷
ま
で
、
一
貫
経
営
を
目
指
し
た
い

迫
田
　
敦
志
　さ
ん

さこた　あつしさん／平成５年２月生まれ／農業／大

昭在住

４
月
よ
り
新
し
く
保
健
師
が

２
名
入
り
ま
し
た
！

町
の
税
金
は
、
津
別
町
役
場
、
北
見
信

用
金
庫
、
網
走
信
用
金
庫
、
津
別
町
農
業

協
同
組
合
、
北
洋
銀
行
、
北
海
道
内
全
て

の
郵
便
局
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
日
中
は
仕
事
等
で
金
融
機
関
に
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
』
、
『
納
付
を
忘
れ
て
し
ま

う
』
等
の
方
は
、
口
座
振
替
制
度
の
ご
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用

す
れ
ば
、
金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
振

替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
ら
、
金
融
機
関
に
行
く
手
数
が
少
な
く
、

ま
た
、
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な

く
大
変
便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
す
る
口
座
の

印
鑑
、
預
金
通
帳
と
納
税
通
知
書
を
持
参

し
て
、
町
内
の
各
金
融
機
関
で
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。
振
替
口
座
の
変
更
が
な
け

れ
ば
、
毎
年
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
た

日
に
よ
っ
て
は
、
直
後
の
納
期
限
に
間
に

合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続

き
の
際
に
は
金
融
機
関
に
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。 町

税
の
納
付
は
口
座
振
替

制
度
の
ご
利
用
を

問い合わせ先 保健福祉課　健康推進担当　†76－2151（内線332）

６
月
は
町
道
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税

第
１
期
分
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
、
７
月
１
日
で
す
。

保
健
師
の
担
当
地
区
が

変
わ
り
ま
し
た
！

旭町、柏町、新町、幸町、高台町、相生、布川、

大昭、沼沢、双葉、恩根、達美、東達美
石 崎

織 田

山 本
（新人）

渡 辺
（新人）

豊永、本町、東町、本岐、二又、木樋、高台、

下美都、上美都、上里

緑町、西町、東岡、活汲、岩富

共和、達美町、下最上、上最上、西達美



国民の2人に1人はがんになるといわれています
がんは早期に見つけ、治療することで治る可能性の高い

病気です。

ぜひ、がん検診を受け、健康を確認してみましょう！

<

場
　
所>

町
民
会
館

※
お
電
話
も
し
く
は
直
接
役
場
10
番
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
１
、
３
３
２
、
２
３
２
）

<

健
診
日
時>

７
月
17
日（
水
）・
18
日（
木
）

朝
６
時
、
６
時
30
分
、
７
時
、
７
時
30
分
、

８
時
、
８
時
30
分
、
９
時
、
９
時
30
分

※
お
好
き
な
時
間
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
各
時
間
に
定
員
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問い合わせ・申込み先　保健福祉課　健康推進担当　　　10番窓口　†76－2151（内線231、332、232）

夏
の
集
団
健
診
の
申
込
み
が
始
ま
り
ま
す
！

特特特特
定定定定
健健健健
診診診診
のののの
ごごごご
案案案案
内内内内

q
保
健
師
の
問
診
　
w
身
体
計
測
　
e
医
師
の
診
断
　
r
尿
検
査
　

t
血
圧
測
定
　
y
血
液
検
査
（
空
腹
時
血
糖
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
Ｃ
、
中
性
脂
肪
、
Ｌ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
γ

ー
Ｇ
Ｔ
Ｐ
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
、
尿
酸
）（
u
心
電
図
検
査
）

※
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
も
受
診
で
き
ま
す
。
そ
の
際
に
は
特
定
健
診

受
診
券
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
津
別
病
院
、
美
幌
田
中
医
院
で
も
特
定
健
診
を
受
診
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

健
康
い
き
い
き
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
61
歳
（
Ｓ
27
・
４
・
１
〜
Ｓ
28
・
３
・
31
生
ま
れ
）
に

な
る
方
は
、
特
定
健
診
無
料
受
診
券
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

特
定
健
診
・

生
活
習
慣
病
健
診

津
別
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

・

30
〜
39
歳
の
方

・

40
〜
74
歳
の
方

料
金：

１
０
０
０
円

後
期
高
齢
者
健
診

後
期
高
齢
者
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方

料
金：

５
０
０
円

がががが

んんんん

検検検検

診診診診

等等等等

のののの

ごごごご

案案案案

内内内内
※今年度61歳（S27.4.1～S28.3.31生まれ）になる方、
大腸がん検診無料クーポン券をお持ちの方は、

今年度の検診料が無料になります！

津
別
町
は
管
内
で
脳
卒
中
の
発
症
が
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す

健
診
で
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
で
脳
卒
中
を
事
前
に
予
防
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
普
段
、
病
院
で
検
査
さ
れ
て
い
る
方
も
ぜ
ひ
健
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
？
　
津
別
町
で
は
、
特
定
健
診
に
独
自
の
検
査
項
目
を
追
加
し
、
普
段
な
か
な
か
出

来
な
い
検
査
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

６
月
17
日
（
月
）
か
ら
申
込
み
開
始
！

６
月
28
日
（
金
）
ま
で

<

特
定
健
診
の
内
容>

町民の方

皆さんが

受けられます

受
付
時
間

が
ん
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切

平
成
23
年
度
の
津
別
町
国
保
の
医
療
費
調
べ
で
、
１
か
月
間
の
医
療
費
が
50

万
円
以
上
か
か
っ
た
方
１
０
４
人
（
延
べ
１
９
０
件
）
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

43
％
が
が
ん
の
治
療
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
平
均
し
て
、
１
か
月
間
に
４
０
０

万
円
前
後
の
医
療
費
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
町
の
が
ん
検
診
で
が
ん
が
発
見
さ
れ
、
治
療
さ
れ
た
方
が
３
人
お

り
、
医
療
費
は
60
万
円
以
下
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

が
ん
は
避
け
て
通
れ
な
い
病
気
で
す
。
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
治
療
を
始
め

る
と
、
治
療
期
間
が
長
く
な
り
、
医
療
費
も
高
額
に
な
り
ま
す
。
や
は
り
、
が

ん
検
診
で
早
期
に
が
ん
を
発
見
し
、
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

●
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
の
治
療

１
か
月
間
の
平
均
医
療
費
　
４
０
０
万
円
前
後

●
が
ん
検
診
で
発
見
さ
れ
て
の
治
療

１
か
月
間
の
医
療
費
　
　
　
　
60
万
円
以
下

平成23年度津別町国保高額医療費調べ
（１か月間の医療費50万円以上／190件）

がん　43％その他　41.8％

心疾患

7.6％

脳卒中

7.6％



今
年
の
７
月
１
日
（
月
）
か
ら
、

津
別
町
住
民
の
パ
ス
ポ
ー
ト
（
旅

券
）
申
請
の
窓
口
が
、
美
幌
町
役

場
（
戸
籍
年
金
窓
口
）
に
な
り
ま

す
。今

ま
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振

興
局
（
網
走
市
）
と
北
見
市
の

「
移
動
窓
口
」
で
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
７
月
１
日

よ
り
美
幌
町
役
場
で
申
請
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

津
別
町
役
場
（
戸
籍
年
金
窓
口
）

で
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

※
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
及
び

北
見
市
の
移
動
窓
口
（
６
月
30
日

廃
止
）
で
の
申
請
は
、
出
来
な
く

な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
交
付
窓
口
】

美
幌
町
役
場
　
戸
籍
年
金
窓
口

（
美
幌
町
字
東
２
条
北
２
丁
目
25
）

窓
口
の
時
間
等

<

申
請>

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
４
時
30
分

<

交
付>

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
30
分

†
73-

１
１
１
１

【
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
相
談
窓
口
】

津
別
町
役
場
　
戸
籍
年
金
窓
口
　

†
76-

２
１
５
１

新
緑
の
藻
琴
山
を
登
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？
　
興
味
が
あ
る
方
は
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

６
月
23
日
（
日
）

午
前
８
時
50
分
集
合

集
合
場
所

中
央
公
民
館

コ
ー
ス

ハ
イ
ラ
ン
ド
小
清
水
７
２

５
登
山
口
か
ら
頂
上
を
目
指
し
、

片
道
１
時
間
程
度
の
山
道
を
歩
き

ま
す
。
午
後
３
時
前
後
に
中
央
公

民
館
へ
戻
る
予
定
で
す
。

申
込
期
限

６
月
17
日
（
月
）

募
集
人
数

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費

無
料
（
各
自
で
傷
害
保
険
　

に
加
入
の
こ
と
）

準
備
す
る
物

お
弁
当
、
お
や
つ
、

ゴ
ミ
袋
、
飲
料
水
（
多
め
に
）、

帽
子
、
カ
ッ
パ
、
着
替
え
、
タ

オ
ル
、
暖
か
い
服
装
な
ど

そ
の
他

雨
天
等
の
場
合
は
中
止

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
７
１
３

受
験
資
格

高
卒
見
込
み
の
者
及
び

高
卒
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
　

者
受
付
期
間

q
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

６
月
24
日
〜
７
月
３
日

w
郵
送
又
は
持
参

６
月
24
日
〜
６
月
28
日

試
験
日

１
次
試
験
　
９
月
８
日

２
次
試
験

10
月
17
日
〜
10
月
25
日
の

指
定
す
る
１
日

問
い
合
わ
せ
先

網
走
税
務
署

†
０
１
５
２-

43-

２
１
８
１

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

１
年
生
が
最
も
多
い

小
学
生
の
交
通
事
故

住民企画課　

住民企画

グループ

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は

７
月
か
ら
美
幌
町
役
場
で

◎不法投棄事案の発生について

～美幌町・津別町～

４月に入り、美幌町、津別町において、処分に困

ったテレビや洗濯機などを山林、林道、また他人の

敷地内に投げ捨てるなど悪質な不法投棄事案が数件

発生しています。

不法投棄した場合、５年以下の懲役または1,000

万円（法人には１億円までの加重ができる）以下の

罰金という厳しい罰則

が設けられております。

美幌警察署において

も警戒を強化しており

ますので、不法投棄は

絶対にやめましょう。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

札
幌
国
税
局
よ
り

税
務
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

年金が年額18万円以上の方

は、各種公的年金（老齢・退

職・障害・遺族年金）からの天

引きとなりますので、金額をご

確認ください。

65歳以上の方（第１号被保険者）は、介護保険料を納付することにな

りますが、その納め方は、普通徴収と特別徴収の２種類に分かれます。

普通徴収の方には介護保険料納入通知書を今月中旬頃に、特別徴収の方

には介護保険料特別徴収通知書を８月にそれぞれ発送します。なお、65

歳以上の方の介護保険料は別表のとおりです。

区　　分

第１段階

第２段階

第３段階（特例）

第３段階

第４段階（特例）

第４段階（基準額）

第５段階

第６段階

月額保険料

1,400円

1,400円

1,750円

2,100円

2,450円

2,800円

3,500円

4,200円

▼別表　65歳以上の方（第１号被保　

険者）の介護保険料

納入通知書に記載の金融機関

で納付してください。保険料の

納入には、便利な口座振替をお

勧めします。

年度の途中（６月・８月または10月）から特別徴収が開始される方には、１期または２期分までの介護保険料

納入通知書を送付しています。

特別徴収普通徴収

普通徴収・特別徴収併用の方

介護保険施設（特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護療養型医療施設）に入所、またはショートステ

イを利用されている方の居住費、食費負担額の減額認定期間が６月30日で満了することに伴い、７月１日からの

減額認定の更新手続き及び新規の申請を受け付けています。

これは、本来自己負担となる介護保険施設での居住費と食費（ショートステイを含む）について、町民税非課

税世帯の方を対象に負担の軽減を図るものです。

なお、減額認定は、申請のあった月の初日までしかさかのぼることができませんのでご注意ください。

問い合わせ先　保健福祉課　介護保険担当　†76－2151（内線230）

受験申込専用アドレス
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
各
小

学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
で
交
通
安

全
教
室
が
開
催
さ
れ
、
み
ん
な
、
交

通
安
全
を
テ
ー
マ
に
し
た
ビ
デ
オ
を

見
た
り
、
実
際
に
道
路
を
歩
い
た
り

自
転
車
で
通
行
し
て
、
交
通
ル
ー
ル

を
し
っ
か
り
と
学
ん
で
い
ま
し
た
。

北
海
道
警
察
が
ま
と
め
た
過
去
５

年
間
の
交
通
事
故
実
態
に
よ
る
と
、

小
学
生
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者

数
は
、
死
者
13
人
、
傷
者
２
６
０
５

人
（
状
況
は
歩
行
中
、
自
転
車
運
転

中
、
自
動
車
乗
車
中
、
そ
の
他
）。

学
年
別
で
は
１
年
生
が
最
も
多
く
、

死
者
４
人
、
傷
者
４
９
０
人
。
月

別
で
は
６
月
に
最
も
多
く
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
（
７
３
６
件
中

92
件
）。

ま
た
、
自
動
車
乗
車
中
に
死
傷

し
た
小
学
生
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
率
は
、
58
・
１
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
自
動
車
に
乗
る
と
き

は
、
お
子
さ
ん
に
も
必
ず
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

第
１
回
ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
会

「
藻
琴
山
ハ
イ
キ
ン
グ
！
」

障がい者手帳の交付を受けていない場合でも、65歳以上の要支援・要介護認定を受けている方で、身体の障が

い又は認知症の状態が一定の基準に該当すると町が認定した方は、確定申告等により税の控除を受けられる「障

がい者控除対象者認定書」を交付します。

なお、この認定書は税の控除のみに使用できるものであり、障がい者としてのサービスが受けられるものでは

ありません。また、対象者本人、対象者を扶養している人で所得税・住民税が課税されている人となりますので、

ともに課税されていない（非課税の）人で、所得控除の必要のない人は該当しません。



４
月
16
日
に
実
施
し
た
３
歳
児

健
診
で
、
む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ

ち
を
紹
介
し
ま
す
。

安
坂
　
晴
也
は
る
や

く
ん
（
豊
永
）

鈴
木
　
杏
月
あ
つ
き

ち
ゃ
ん
（
緑
町
）

岡
　
　
元
輝
げ
ん
き

く
ん
（
緑
町
）

中
村
　
友
陽

と
も
は
る

く
ん
（
活
汲
）

遠
藤
　
あ
か
り
ち
ゃ
ん
（
活
汲
）

竹
原
　
旺
助

お
う
す
け

く
ん
（
双
葉
）

竹
原
　
榮
助

え
い
す
け

く
ん
（
双
葉
）

田
島
　
悠
希
は
る
き

く
ん
（
旭
町
）

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
担
当
　

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
１
）

公
共
牧
場
の
入
牧
が
、
５
月
24
日

か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
２
か

所
の
牧
場
で
、
乳
牛
・
肉
牛
を
合
わ

せ
て
約
２
５
０
頭
が
入
牧
し
、
10
月

の
下
牧
ま
で
元
気
に
牧
草
を
食
べ
、

大
き
く
な
っ
て

各
農
家
へ
帰
る

予
定
で
す
。

毎
年
、
牧
場

内
に
山
菜
採
り

な
ど
を
目
的
と

し
て
無
許
可
で
入
る
方
が
多
く
、
故

意
に
よ
る
牧
柵
の
破
損
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
牧
場
内
は
「
関
係
者
以

外
立
入
禁
止
」
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

ま
た
、
牧
道
に
車
な
ど
を
止
め
る

こ
と
も
牧
場
管
理
の
支
障
と
な
り
ま

す
の
で
、
許
可
無
く
牧
場
内
へ
の
出

入
り
は
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
農
政
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１

(

内
線
２
６
１)

不
正
改
造
に
つ
い
て
は
、
改
造

を
実
施
す
る
こ
と
、
改
造
さ
れ
た

自
動
車
を
走
行
さ
せ
る
こ
と
の
両

方
が
法
律
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
違
反
す
る
と
整
備
命

令
の
交
付
を
受
け
た
り
、
罰
金
等

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
こ
れ
ら
不

正
改
造
車
を
排
除
す
る
た
め
、
関

係
省
庁
、
自
動
車
関
係
団
体
等
と

協
力
し
て
、「
不
正
改
造
車
を
排
除

す
る
運
動
」
を
全
国
的
に
展
開
し

て
お
り
、
特
に
６
月
を
強
化
月
間

と
し
て
重
点
的
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
不
正
改
造
車
を

見
か
け
た
ら
、
下
記
ま
で
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

不
正
改
造
車
１
１
０
番

北
見
運
輸
支
局
検
査
・
整
備
担
当

†
０
１
５
７-

24-

７
６
３
３
　
　

５
月
中
に
平
成
25
年
度
の
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の
納
付
書

の
発
送
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
ま

で
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
て
い

た
の
に
、
ま
だ
手
元
に
届
い
て
い

な
い
方
や
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
税
務
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
月
は
町
道
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
の
納
付
書
が
発
送

に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
担
当

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
２
０)

あ
り
ま
せ
ん
。

訪
問
し
、
様
々
な
セ
ー
ル
ス
ト
ー

ク
で
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
も
う
と
す

る
、
詐
欺
的
な
も
う
け
話
の
手

口
に
思
わ
れ
ま
す
。
安
易
に
訪

問
を
許
す
と
、
悪
質
な
業
者
に

付
き
ま
と
わ
れ
る
事
に
つ
な
が

り
ま
す
。

う
ま
い
話
に
は
、
リ
ス
ク
が

付
き
物
。
断
る
勇
気
が
、
あ
な

た
を
守
り
ま
す
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

月
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

Ｑ

産業振興課
商工観光担当
†76－2151
（内線258）

A ピ
ン
ク
色
の
封
筒
を
高
く
買
い
取
る
？

複
数
の
業
者
か
ら
、
電
話
で
「
特

別
に
選
ば
れ
た
人
だ
け
に
送
ら
れ
る

ピ
ン
ク
色
の
封
筒
が
届
い
て
い
な
い

か
」「
譲
っ
て
ほ
し
い
。
高
値

で
買
取
り
た
い
」
と
言
わ
れ
た
。

数
日
後
に
封
筒
が
届
き
、
中

身
は
「
被
災
時
に
も
持
ち
運
び

し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
、

資
産
と
し
て
買
っ
て
は
ど
う

か
。
今
後
も
必
ず
値
上
が
り
す

る
」
と
商
品
購
入
を
勧
め
る
も

の
だ
っ
た
。

身
に
覚
え
の
な
い
封
筒
が
届
く
こ

と
自
体
が
不
自
然
で
す
。
ま
し
て
そ

れ
が
高
値
で
引
き
取
ら
れ
る
は
ず
が

Q
Q&

Q＆�

消費生活相談�

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

法人道民税・法人事業税・

地方法人特別税の申告は

インターネットで！

■北海道では、地方税ポータルシステ

ム（エルタックス）を利用し、イン

ターネットによる法人道民税・法人

事業税・地方法人特別税の申告を受

け付けています。

■利用できるのは、北海道に申告を行

う納税者（税理士等代理人を含む）

で、利用届出の手続きをされている

方です。

■利用開始の方法など、詳細について

はエルタックスホームページをご覧

下さい。

＜エルタックスホームページ＞

http://www.eltax.jp/

＜問い合わせ先＞　

オホーツク総合振興局税務課課税係

†0152-41-0613

「
不
正
改
造
車
排
除
運
動
」

実
施
中
！

町
税
の
納
税
通
知
書
は

届
い
て
い
ま
す
か
？

入
牧
開
始

牧
場
か
ら
の
お
願
い

牧場内は「立入禁止」です

６月は町道民税・国保税
の第１期の納付月

納期限は７月１日です

問い合わせ先

†76－2151税務担当（内線220・221）

収納担当（内線218）

口座振替をご利用の方は、預金口
座の残高確認をお願いします。

外
国
人
は
「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
」
適
正
に
雇
用

し
ま
し
ょ
う
。

q
雇
い
入
れ
る
前
に
、
就
労
が
認
め
ら
れ
る
か

在
留
資
格
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

w
外
国
人
の
雇
い
入
れ
と
離
職
は
、
必
ず
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

e
社
会
保
険
等
の
加
入
を
は
じ
め
適
正
な
雇
用

管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

<

問
い
合
わ
せ
先>

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
幌
　
†
73-

３
５
５
５
　

いいいいよよよよいいいいよよよよ観観観観光光光光シシシシーーーーズズズズンンンン到到到到来来来来！！！！

～～～～津津津津別別別別峠峠峠峠がががが開開開開通通通通ししししままままししししたたたた～～～～

問い合わせ先

津別観光協会

（役場産業振興課商工観光グループ）

†76－2151（内線315）

津別峠の道々屈斜路津別線が開通しました。

展望施設も開館し、トイレは24時間利用で

きます。

屈斜路湖と周囲の山々が織りなす雄大なパ

ノラマを見下ろす絶好のビューポイント・津

別峠で、大自然の息吹に触れてみませんか。

津別峠から望む屈斜路湖のライブ映像が津

別町ホームページからご覧になれます（10分

ごとに更新）。

http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

「津別町」で検索

＜展望施設＞
開館期間　10月31日まで
開館時間　午前９時～午後７時

問い合わせ先
津別観光協会（役場産業振興課商工観光グループ）

†76－2151 内線315

７月６日（土）
＜前夜祭＞ 16：00～21：30

７月７日（日）
＜本祭＞ 9：00～15：20

■■■詳細は広報つべつ７月号等でお知らせします■■■

●●●第43回●●●
つべつ夏まつり

≪ＨＢＣラジオ

公開録音≫

◇岩崎良美（左）

歌謡ステージ

◇山本高広（右）

爆笑ステージ

今年も楽しい催しを用意してお待ちしています



6月1日～7日は

水 道 週 間 で す

津別町の水道は、昭和38年12月、簡

易水道で給水を開始しました。今年で

50年になります。これからも安心・安

全な水をお届けします。

水道事業は、皆

さまの水道料金で

運営されていま

す。ご理解とご協

力をお願いいたし

ます。

建設課上下水道担当

†76－2151（内線254）

「復興の　未来と生命（いのち）

照らす水」

日　　時 ６月30日（日）午後１時から

場　　所 津別小学校グランド他

演習内容 様々な訓練等を披露

します。

※訓練途中、津別中学校吹奏楽部による演奏が　

行われる予定です（雨天時中止）。

＜サイレンの吹鳴について＞

演習の際、団員召集・模擬火災訓練時にサイ

レンを吹鳴します。ご迷惑をお掛けしますが、

皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。

町民の皆さまの参観をお願いいたします

問い合わせ先 津別消防署　† 76－2189

津 別 消 防 署 ・ 津 別 消 防 団

＜危険物＞はガソリン、灯油などの燃料、危険物を含有

したスプレー缶やアロマオイルなど、私たちの生活に欠

かせないものとなっていますが、その危険性を意識せず

に使用したことによる火災が毎年発生しています。

■連絡先　美幌警察署　†72-0110

危険性 ガソリンは－40℃でも気化し　　

て、小さな火源でも引火します。

容　器 ガソリンを入れる容器は、消

防法令により材質が制限され

ています。

購　入 消防法令の基準に適合した容器で、ガソリンスタンドで

購入を！

問い合わせ先 津別消防署　†76－2189

セルフスタンドで利用者自らガソリンを

容器に入れることはできません！

ガソリンの携行缶を安全に

使うポイントを説明します

６月２日から６月８日まで

『あなたこそ 無事故を担う 司令塔』

▼年金を満額受け取れない方へ

国民年金制度は、20歳から60歳までの

40年間の加入と納付状況によって年金額

が決定されます。過去に保険料の未納や

国民年金に加入していない期間があると

「満額」の年金を受け取ることができな

くなります。

しかし、次の条件を全て満たす方は、

ご本人の申し出により、「任意加入制度」

で国民年金に再加入し、年金額を増額す

ることができます。

▼任意加入制度に加入できるのは、次

のq～eの全てに該当する方です

q日本国内に居住する60歳以上65歳未満

w老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けて

いない

e20歳から60歳までの年金保険料の納付

月数が480ヵ月未満

▼年金を受け取る権利のない方へ

また、昭和43年４月１日以前に生まれ

た方で、65歳まで加入しても年金を受け

取る権利がない方は、70歳まで加入でき

る「特例任意加入制度」もあります。

年金額を増やしませんか？

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線 222、223 近年の来日外国人による犯罪は、組織化または地方への拡散

化、さらにはあらゆる国や地域に及ぶといった「犯罪のグロー

バル化」という大きな質的変化が進んでいます。

また、依然として多数の不法滞在者が存在し、その多くは不

法就労していると見られ、これらの一部は、こうした国際組織

犯罪などへの関与を深めていることが懸念されます。

地域の安全を妨げる国際犯罪組織の暗躍を防止するために

は、警察や関係機関のみならず、町民の皆さんのご協力が欠か

せません。

どんなに些細なことでも構いませんので、

「おかしいな？」と思ったら、警察に連絡

してください。

皆さまのご協力をお願いいたします。

環
境
基
本
計
画
策
定
の
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
意
見
交
換
会
）
を
開
催
し
ま
す
！

開催日 平成25年６月20日（木）

時　間 19時00分～20時30分

場　所 津別町多目的活動センター（さんさん館）

講　師 丸山環境教育事務所代表　丸山博子氏

内　容

q環境基本計画案（中間まとめ）の報告

w講師より、国や道の環境施策、他自治体の取組状況などを教えてもらいな　

がら、グループに分かれ、計画の方向性や目標について意見交換します。

意見交換した結果を反映し、計画案にまとめていきます。

申込方法 電話もしくはFAXで６月17日（月）までに申し込みください。

※FAXの場合は、お名前とご連絡先をご記入ください。

問い合わせ及び申し込み先

住民企画課　†76－2151（内線215） FAX 76－2976

津
別
町
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
有
し
、
こ

れ
ま
で
バ
イ
オ
マ
ス
、
林
地
残
材
の
ペ
レ
ッ
ト
化

に
よ
る
二
酸
化
炭
素
削
減
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野

菜
・
牛
乳
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
な
ど
、
多
く
の

環
境
関
連
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
取
組
の
成
果
を
活
か
し
、
第
５
次
総
合
計
画
を

は
じ
め
と
す
る
町
の
施
策
を
有
機
的
に
結
び
つ
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
津
別
町
の
地
域
資
源
を
さ
ら

に
向
上
さ
せ
る
た
め
、
環
境
施
策
の
指
針
と
な
る

「
津
別
町
環
境
基
本
計
画
」
を
本
年
度
策
定
し
ま
す
。

今
回
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
計
画
づ
く

り
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
講
師
を
招
い
て
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
意
見
交
換
会
）
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
津
別
町
の
「
環
境
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
是
非
た
く
さ
ん

の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

<

講
師
　
丸
山
博
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル>

北
海
道
教
育
大
学
卒
業
。
１
９
９
２
年
よ
り
丸
山
環

境
教
育
事
務
所
代
表
。
環
境
教
育
の
企
画
運
営
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
教
材
の
開
発
、
指
導
者
の
養
成
研
修
な
ど
を

通
じ
、
「
協
働
型
社
会
へ
の
参
画
の
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
に
よ
り
、
次
代
を
担
う
人
を
育
て
る
」
と
い
う
目

的
で
主
に
自
然
ふ
れ
あ
い
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

分
野
で
活
動
を
展
開
中
。
現
在
、
北
海
道
環
境
審
議
会

委
員
、
札
幌
市
ま
ち
づ
く
り
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
審
議
会
委

員
な
ど
を
務
め
、
道
内
市
町
村
に
お
け
る
環
境
基
本
計

画
の
策
定
に
も
関
わ
る
。

�

「子どもの人権110番」（子ども用）
フリーダイヤル　0120－007－110 〔全国共通〕
◇◇◇期間中は相談時間を延長して対応します◇◇◇

日　時　６月24日～28日　午前８時30分～午後７時　　

６月29日・30日　午前10時～午後５時

担当者　主に子どもの人権にかかわる問題を専門に扱っ　

ている釧路人権擁護委員連合会の「子ども人権

委員」が対応します。

実施機関　釧路地方法務局、釧路人権擁護委員連合会

問い合わせ先

釧路地方法務局人権擁護課　† 0154－31－5014（直通）


